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【背景と仮説】

ICT の急速な利用普及に伴い生活変化を実感している
人が多いと考えられる。特に近年では若年層だけでなくシ
ニア層にもスマホが普及しており、60 代でもスマホ所有
者は6～7割、70代でもスマホ所有は5割を超えている。
また国内外の多くの企業でビッグデータ利用による、新た
な ICT 分野でのサービス提供や社会での活用が進んでお
り、そのことによってさらに生活に変化を与えている。ビ
ッグデータ利用のためには、個人が特定されない形式では
あるが、個人の情報を企業に提供する必要があり、そのこ
とに抵抗を感じている人もいる。 
そこでビッグデータの利用に対する意識と生活変化の

意識について、ICT を積極的に活用しており生活変化を
実感している人はビッグデータの利用に対しても許容し
ている、理解も示しているのではないかという仮説をもと
に検討した。 

 
【調査方法】

調査時期：2019年1月 対象：全国 15-79歳 
割付：性・年代（5歳刻み）、都道府県、都市区分  
WEB調査、サンプルサイズ6926 

【手続き】
各ユーザーの生活変化の意識に関する質問とビッグデ

ータに関する質問の設問を用いて因子(主因子法)・クラス
ター分析（k-means法）で解析。その結果を元に4つのク
ラスターに分けた（表１）。そしてビッグデータ利用を否
定的、生活変化を実感していないクラスターを「①消極型
クラスター」、ビッグデータ利用は肯定的だが生活変化を
実感していない人を「②データ利用容認クラスター」、ビ
ッグデータ利用は否定的だが生活変化を実感している人
を「③生活変化実感クラスター」、ビッグデータ利用に許
容的で、生活変化も実感している人を「④積極型クラスタ
ー」と命名した。本クラスターを元にしてビッグデータ利
用の許容と生活変化の実感について、男女別と年代別でも
検討を実施。 

【結果・考察】
生活変化を実感していないクラスターは①と②であり、

ビッグデータ利用に肯定的な②のクラスターの割合は
36.1％「=605／(605+1072)」。一方、生活変化を実感して
いるクラスターは③と④であり、ビッグデータ利用に肯定
的な④のクラスターの割合は62.3％「=882／(882+1459)」
である。これらの結果より生活変化を実感しているクラス
ターでは、生活変化を実感していないクラスターよりもビ
ッグデータ利用を許容している割合が高いことが確認さ
れた。表2は、生活変化の実感とビッグデータ許容に関す
る年代ごとの割合である。まずシニアはビッグデータ利用
の容認・否認を問わず、若年層に比べると生活変化を実感

していないことが明らかになった。そして生活変化の実感
の有無が、ビッグデータ利用の容認・否認に大きく関係し
ているのはシニアよりもむしろ若者であった。特に20代
では生活変化を実感している人は、実感していない人より
も2.3倍、ビッグデータ利用に対して許容的という結果に
なった。さらに年代が高くなるにつれてその差は小さくな
っていき、70 代だと生活実感をしている人でビッグデー
タ利用に許容的なのは1.3倍のみという結果になった。つ
まりシニアは、若者ほど生活変化の実感の有無が、ビッグ
データ利用の容認・否認に大きく関係していなかった。ま
た、ビッグデータ利用の許容と生活変化の実感には男女差
があることも明らかになった。生活変化を実感しており、
ビッグデータ利用を許容している割合は男性が 74％に対
し、女性は 50％であった。女性はビッグデータ利用に対
しては否定的な結果が出た。 
近年、シニア層にもスマホが普及しており、今後スマホ

を積極的に活用することによって、シニアが生活変化を実
感し、ビッグデータ利用に対して許容的になる人も増えて
くる可能性がある。生活変化実感とビッグデータ利用に対
する意識が変わっていくのか引き続き調査していきたい。 
 
表1：ビッグデータ利用意識と生活変化意識クラスター分析 

 
 
 
 
 
 

 
表 2：年代別での生活変化の実感とビッグデータ利用に対す

る許容の割合 
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